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① 肝細胞が壊れていないかを調べる検査

（AST(GOT),ALT(GPT),LD） 
肝細胞の中には、AST,ALT,LDといった“酵素”とよばれる物質が存在しています。これ

らの酵素は、肝細胞が壊されることで血液中に漏れ出てきて数値が高くなります。 

アルコール性肝障害では AST優位の上昇、慢性肝炎では ALT優位の上昇が見られるな

ど、疾患によって数値が高くなる酵素に違いがあります。 

 

② 胆汁のうっ滞を調べる検査（総ビリルビン,ALP,γ-GT） 
胆汁のうっ滞とは、胆汁の流れが減少または停止した状態を示します。胆汁は肝臓で作

られる消化液です。肝障害などによって胆汁のうっ滞が生じると、肝細胞や胆汁からビ

リルビンや ALP、γ-GTなどが漏れ出てきて、血液中の数値が高くなります。 

 

③ 肝臓の解毒作用を調べる検査（アンモニア） 
体内のアンモニアは、一部の腸内細菌が食物中のタンパク質を分解することで産生され

ます。アンモニアはそのままではからだにとって有毒なため、肝臓で無毒な“尿素”と

よばれる物質に分解されます。しかし、肝障害があるとアンモニアを無毒化することが

できずに血液中にアンモニアが溜まってしまい、数値が高くなります。 

 

④ 肝臓の合成能を調べる検査 

（アルブミン,コリンエステラーゼ,総コレステロール） 
肝臓で合成されて血液中に放出されるアルブミンやコリンエステラーゼ、総コレステロ

ールは、肝臓の合成能が低下すると血液中の数値が低くなります。特にアルブミンは、

血液中の様々な物質の運搬や体液の調整を行うタンパク質で、肝細胞だけで合成されて

いるため、肝機能が低下すると合成ができなくなり、低下してしまいます。 

 

血液生化学検査と基準値 

項目 単位 基準範囲 項目 単位 基準範囲 
AST U/L 13～30 総ビリルビン mg/dL 0.4～1.5 

ALT U/L 男性：10～42 
女性：7～23 アンモニア μg/dL 12～66 

LD U/L 124～222 アルブミン g/dL 4.1～5.1 
ALP U/L 38～113 総コレステロール mg/dL 140～219 

γ-GT U/L 男性：13～64 
女性：9～32 コリンエステラーゼ U/L 男性：240～486 

女性：201～421 
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